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２．再生可能エネルギーの導入目標

４

　町では2050年ゼロカーボンを目指す地球温暖化対策実行計画を策定するために学識者や事業者、町民、
行政からなる協議会※１を立ち上げ、二酸化炭素排出量推計、削減目標の検討、再生可能エネルギーのポテン
シャル調査、脱炭素社会のシナリオの検討などを行いました。

※１　小坂町地域資源を活用した脱炭素化検討協議会は座長の柴山敦教授（秋田大学大学院国際資源学研究科長）と９名の委員で構成し
　　　　7/29，10/7，12/16に開催
※２　広報8月号P4の図では2013年の森林吸収量変化（樹齢）の推計前であったため2013年の差引きを53千トンと記載

・ 2030年度には1,677トン、2050年度には5,114トン
　の二酸化炭素削減を目指す

・ 2030年度には4,884トン、2050年度には8,751トン
　の二酸化炭素削減を目指す

・資源循環の促進や環境教育の充実化、フロン対策、
　町の率先した取り組みで2050年度までにさらに
　11,000トンの二酸化炭素削減を目指す

① 再生可能エネルギーの導入 ③ 住民や企業の行動変容

・整備保全により2020年度と同じ二酸化炭素吸収量
　51,984トンの維持を目指す
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BAU（現状すう勢）とは追
加的な対策を取らずに現
状を維持した場合の変化

電力排出係数は2030年以
降0.25㎏/kWhとして算定

BAU削減量
電気排出係数変化による削減量
再エネ対策による削減量
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森林CO2吸収量（経年変化考慮）
森林CO2吸収量（森林整備）

温室効果ガス排出量
実質のCO2排出量

BAU▲８
電気排出係数変化▲16
再エネ導入▲２
省エネ対策▲５
削減計▲30

新築住宅　（２戸／年）
既存住宅　（14戸／年）

新築住宅　（２戸／年）
既存住宅　（10戸／年）

2030年までに500戸
　　　　　  （100戸／年）

二酸化炭素削減量

５年後①太陽光発電の導入（住宅屋根）

②木質バイオマスの導入（家庭用薪ストーブ）

③再エネ由来電気の導入（契約切り替え）

798/1,677トン＝2030年削減目標の47.8％


